	セラミック工具とは
セラミック工具とは、一般的には、Al２O３（アルミナ）又はSi３N４（窒化珪素）を主原料として僅かの金属酸化物や炭化物を加えて焼結させたものを指します。
セラミック工具の優れている点は、まず高温硬度が高いことです。 金属を切削するときに発生する熱は８００度以上にもなる時があります。そのような高温状態でも他の工具材質と比べて硬度が高いために、以下のような長所が発揮されます。 
①
高速切削が出来る
例えば超硬工具に比べて２～１０倍の高速で切削できますので、加工能率、生産性が大幅に上がります。
②
耐摩耗性に優れる
そのために、長時間使用しても仕上寸法は安定し、寿命も長くなります。
結果的に大幅なコストダウンが図れます。
③
高硬度材の切削も可能
通常の工具では加工が難しい60HRC以上の高硬度材でもセラミック工具なら切削ができます。
高価な工具や研磨工程を省くことも可能です。 

	　
	
（社内データによる）
他に優れている点として、被削材との親和性が低いために良質の仕上げ面が得られます。又、基本的に切削液が不要ですので、ドライ加工が可能で、環境問題にも適しています。
これら特長により、セラミック工具を使用することにより、大幅なコストダウン・生産性の向上・加工品質の向上を安価で図れるのです。
但し、セラミック工具にも欠点はあります。
材質的に硬度が高い反面、欠けやすいという性質を併せ持っています。又セラミックの材質によっては、ドライ加工のみに適しており、湿式加工に適さないものもあります。従いまして、用途に応じて上手に選定して使うことが必要です。京セラでは現在以下のセラミック工具が標準品として販売されています。
　



	■セラミックの種類と特長

	材種記号
	呈色
	主成分
	用途
	特長

	　KA30
	透白色
	AI2O3
	●鋼、鋳鉄の高速仕上加工
	●耐摩耗性良、高速切削性能良

	　SN60
	白色
	AI2O3+ZrO2
	●鋳鉄の荒加工から仕上加工
●鋼の中加工から仕上加工
	●ZrO2の導入により靱性を大幅に向上
●耐欠損性、安定性大

	　A65
	黒色
	AI2O3+TiC
	●高硬度材の加工
●鋳鉄の断続加工
	●耐機械的衝撃性良
●耐熱衝撃性良

	　A66N
	金色
	AI2O3+TiC
+TiNコーティング
	●高硬度材の加工
●鋳鉄の断続加工
	●耐機械的衝撃性良
●耐熱衝撃性良

	　KS6000
	灰色
	Si3N4
	●鋳鉄の荒・断続・高送り加工
●湿式加工可、フライス加工可
	●耐熱衝撃性を大幅に向上

	　KS7000
	灰色
	Si3N4
	●鋳鉄の荒・断続・高送り加工
	●焼肌品（Ｍ級）製作可能

	　KS500
	灰色
	Si3N4
	●鋳鉄の荒・断続加工
●鋳鉄の高速・高送り加工
	●耐熱衝撃性向上
●高速高送り加工時耐摩耗性向上


